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第2回地球市民集会 
ナガサキのようす 

超低床式路面電車 

ペンギン水族館 

●
平
和
行
政 

●
壁
画
「
明
日
の
神
話
」 

●
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行 

●
路
面
電
車
の
北
部
延
伸 

●
青
年
の
雇
用
対
策
問
題 

社
　
民
　
党
 

●
長
崎
ペ
ン
ギ
ン
水
族
館 

気
　
　
走
　
　
会
 

草
の
根
ク
ラ
ブ
 

市
　
民
　
の
　
会
 

　
各
常
任
委
員
会
に
お
け
る
主
な
議
案
の 

審
査
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

委
員
会
審
査
の
主
な
内
容
 

　
月
定
例
会
 

12

民
の
健
康
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

  

議
員
　
路
面
電
車
の
北
部
延
伸
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

都
市
計
画
部
長  
北
部
延
伸
に
当
た
っ
て
は
、

道
路
拡
幅
が
前
提
で
あ
る
た
め
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
県
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
が
、

事
業
費
が
大
き
い
こ
と
や
マ
イ
カ
ー
の
削
減

台
数
が
小
さ
く
、
交
通
渋
滞
対
策
と
し
て
の

効
果
が
低
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
他
の
県

事
業
と
比
較
し
て
優
先
順
位
が
低
い
と
の
見

解
が
県
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
と
し
て
は
将
来
の
延

伸
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
国
及
び

市
が
補
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
観
点
も
踏
ま
え
、
坂
道
を
登
板
可

能
な
超
低
床
式
路
面
電
車
を
平
成
15
年
度
か

ら
２
編
成
導
入
し
、
本
年
度
も
１
編
成
導
入

予
定
で
あ
る
。
路
面
電
車
の
北
部
延
伸
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
、
県
と
協
議
を
深
め
な

が
ら
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

                 

議
員
　
青
年
の
雇
用
対
策
問
題
へ
の
本
市
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

商
工
部
長  

本
市
に
お
い
て
は
、
学
生
の
職 

業
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
、
県
経
営

者
協
会
、
商
工
会
議
所
等
と
共
同
で
、
県
内

全
域
を
対
象
と
し
た
就
業
体
験
を
推
進
し
て

い
る
。
ま
た
、
大
学
生
等
の
合
同
企
業
面
談

会
や
若
年
者
の
地
元
で
の
就
職
を
支
援
す
る

た
め
大
学
や
高
校
と
地
元
企
業
と
の
間
で
の

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は

今
後
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
若
年
者
の
雇

用
対
策
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

      
議
員
　
第
３
回
「
核
兵
器
廃
絶
ー
地
球
市
民

集
会
ナ
ガ
サ
キ
」
へ
の
本
市
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。 

市
長  

第
３
回
「
核
兵
器
廃
絶
｜
地
球
市
民

集
会
ナ
ガ
サ
キ
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
過

去
２
回
の
集
会
の
反
省
に
立
っ
て
、
分
科
会

の
数
を
絞
り
込
む
と
同
時
に
、
討
議
の
時
間

の
確
保
な
ど
に
努
め
て
お
り
、
分
科
会
は
、

①
非
核
宣
言
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
②
非
核

兵
器
地
帯
と
核
の
傘
、
③
核
兵
器
廃
絶
と
多

国
間
交
渉
、
④
平
和
教
育
と
青
少
年
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
⑤
被
爆
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
５
つ
を
予

定
し
て
い
る
。
平
成
18
年
１
月
か
ら
は
、
平

和
会
館
の
２
階
に
事
務
局
を
設
け
、
分
科
会

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
選
等
の
具
体
的

な
準
備
作
業
に
入
る
予
定
で
あ
る
。 

　
本
市
と
し
て
は
、
過
去
２
回
の
集
会
と
同

様
に
積
極
的
に
支
援
、
協
力
を
行
う
と
と
も

に
非
核
宣
言
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
充

実
に
つ
い
て
も
実
行
委
員
会
に
対
し
て
要
望 

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

                  

　
　 

 

議
員
　
芸
術
家
の
故
岡
本
太
郎
さ
ん
の
壁
画

「
明
日
の
神
話
」
の
誘
致
運
動
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。 

市
長
　
作
品
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
展
示

の
場
所
が
課
題
で
あ
る
が
、
本
市
の
公
共
施

設
に
限
っ
て
考
え
れ
ば
、
即
座
に
適
切
な
場

所
を
提
示
す
る
の
は
難
し
く
、
ま
た
設
置
に

必
要
な
費
用
負
担
や
維
持
管
理
費
等
、
多
く

の
課
題
が
あ
る
た
め
、
被
爆
者
団
体
や
市
民

の
皆
様
の
意
見
を
十
分
に
伺
い
な
が
ら
、
ま

た
費
用
や
管
理
体
制
な
ど
も
踏
ま
え
た
上
で

考
え
て
い
き
た
い
。 

    
議
員
　
自
己
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
本
市
の

独
自
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

福
祉
部
長
　
自
立
支
援
医
療
制
度
が
施
行
さ

れ
る
と
、
医
療
費
の
負
担
が
原
則
１
割
に
改

正
さ
れ
る
。
自
己
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
本

市
の
独
自
策
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
制
度
の

見
直
し
の
趣
旨
と
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
負
担 

の
軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
、 

負
担
軽
減
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。 

  

　    
 

議
員
　
外
国
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
等
と
の
姉
妹
館

計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

市
長
　
外
国
の
水
族
館
と
の
国
際
交
流
に
つ

い
て
は
、
大
変
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
が
、
現
在
、
姉
妹
館
締
結
を
行
っ
て
い

る
釜
山
広
域
市
の
釜
山
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
と
の

交
流
が
よ
う
や
く
一
年
を
経
過
し
た
ば
か
り

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
釜
山
広
域
市
は
、
さ
る

く
博
に
外
国
の
お
客
様
を
誘
致
す
る
重
点
地

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ま
し
ば
ら
く
は
釜

山
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

に
専
念
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

                         


